
気をつけてね！横断歩道、渡るとき 
　4月8日から15日まで、通学路と主要交差点での交通安全指導を行いました。特に、
道路の横断に慣れていない新一年生に注意を呼びかけようと、交通指導員さんや交通
安全協会の協力を得て行ったものです。「渡るとき、渡らせるときのおもいやり」 
お互いに気をつけて、交通事故を防ぎましょう！ 
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（5月１日現在）  
人口………７５，７０９ 
 男 ………３９，３２３ 
 女 ………３６，３８６ 
世帯………２８，２７３ 

前月比 
（＋１２０） 
（＋１６３） 
（＋１５７） 
（＋１０８） 

前年同月比 
（＋４１５） 
（＋１８３） 
（＋２３２） 
（＋５０１） 

ぶらり 

の旅 

ほっと、ドリーム号 

２・３面 

 

澪
市
民
温
水
プ
ー
ル
〜
濔
八
条
橋
西 

北回り 

市民が主役 いきいき 

2004年第59回国民体育大会 

とどけ　この夢　この歓声 

八潮市はハンドボール競技 
（成年男子・少年男子）の開催地です 
八潮市はハンドボール競技 
（成年男子・少年男子）の開催地です 

しています！ 

式典アシスタントや会場案内、
美化など皆さんの力を貸して
ください。 
詳しくはI国体推進課蕁B８８１ 

ひきつづき 

ボランティア登録募集 

へ 

リハーサル大会まで 

あと 93日 

　広報 No.620平成15年（2003年） 

乕広報やしおは毎月10日・25日に新聞折り込みで配布しています。届いていない世帯の方は、最寄りの公共施設、金融機関でお受け取りください。 
　また、市内10か所のコンビニエンスストアでもお受け取りになれます。なお、次回の新聞折り込みは５月25日です。 

 

　
「
市
民
温
水
プ
ー
ル
」
は
、
全
長
２５
メ
ー
ト
ル
・
８
コ
ー
ス
の
広
さ
が
あ
り
、
各
種
水

泳
大
会
の
ほ
か
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
の
水
中
歩
行
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
一
年
を
通

じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
温
水
プ
ー
ル
で
す
。
ド
リ
ー
ム
号
停
留
所
の
最

北
端
で
あ
る
こ
の
施
設
を
ぐ
る
り
一
周
し
、
バ
ス
は
南
下
し
て
い
き
ま
す
。 

　
「
柿
木
浄
水
場
南
」
の
次
は
「
八
條
八
幡
神
社
」
で
す
。
八
條
八
幡
神
社
は
、
約
８
０

０
年
と
い
う
市
内
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
ち
、
ご
神
体
と

し
て
市
指
定
有
形
文
化
財
の
「
弘
安
７
年
弥
陀
三
尊
種
子

板
碑
」
が
あ
り
ま
す
。
大
木
に
囲
ま
れ
た
神
社
境
内
の
鳥

居
を
一
歩
く
ぐ
る
と
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
が
漂
い
、

昔
な
が
ら
の
鎮
守
の
森
と
し
て
地
域
の
方
か
ら
親
し
ま
れ

る
散
策
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
度
重
な
る
発
掘

調
査
の
た
め
残
念
な
が
ら
原
形
こ
そ
止
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
地
に
市
内
で
唯
一
の
古
墳
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
「
高
木
公
民
館
」
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
大
き
な
中
川
が

見
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
架
か
る
八
条
橋
の
た
も
と
を
右

に
折
れ
る
と
「
八
条
橋
西
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
北

方
向
に
歩
く
こ
と
５
分
、
ふ
る
さ
と
の
森
に
指
定
さ
れ
て

い
る
和
井
田
家
屋
敷
林
が
あ
り
ま
す
。 と

ど 

八條八幡神社 

八條小学校前交差点 


